
鶴
岡
市
議
会
３
月
議
会

が
、
３
月

日
閉
会
し
ま

23

し
た
。

新
文
化
会
館
建
設
費
増

額
を
含
む
平
成

年
度
一

29

般
会
計
予
算
、
特
別
会
計

予
算
な
ど

の
予
算
議

15

案
、
か
た
く
り
温
泉
ぼ
ん

ぼ
の
廃
止
条
例
な
ど

の
10

条
例
議
案
な
ど
、
市

長
提
案
の

議
案
は

35

す
べ
て
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

共
産
党
は
予
算
議

案
、
個
人
情
報
保

護
条
例
改
正
な
ど

に
反
対

日
本
共
産
党
市
議

団
は
、
一
般
会
計
予

算
、国
保
特
別
会
計
、

後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
、
介
護
保
険

特
別
会
計
、
水
道
事

業
会
計
、
下
水
道
事

業
会
計
の
予
算
議

案
、
個
人
情
報
保
護

条
例
の
一
部
改
正

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に

関
す
る
）
、
農
業
委

員
の
選
挙
区
及
び
定

数
に
関
す
る
条
例
改

正
、
か
た
く
り
温
泉

入
浴
施
設
の
管
理
条

例
の
廃
止
の
条
例
議

案
に
反
対
し
ま
し

た
。

文
化
会
館
問
題
、

集
中
審
議
実
現
に

努
力今

議
会
で
焦
点
と

な
っ
た
文
化
会
館
建

設
費
の
増
額
の
問
題

で
は
、
市
民
か
ら
提

出
さ
れ
た
陳
情
書
に

基
づ
き
予
算

特
別
委
員
会

で
の
集
中
審

査
の
実
現
に

努
力
し
ま
し

た
。文

化
会
館

建
設
問
題
で

は
、
加
藤
鉱

一

議

員

が

「
当
初
計
画

の
倍
以
上
と

な
っ
た
工
事

費
と
将
来
必

要
と
さ
れ
る

多
額
の
費
用

負
担
に
つ
い

て
、
労
務
単

価
や
資
材
費

の
高
騰
、
安

全
面
の
強
化
だ
け
で
は
説

明
が
付
か
な
い
。
そ
の
原

因
と
責
任
を
明
ら
か
に
す

べ
き
」
と
反
対
討
論
を
行

い
ま
し
た
。

「
共
謀
罪
反
対
」「
戸
別

所
得
補
償
復
活
」
自
公

系
会
派
が
反
対

請
願
で
は
、「
共
謀
罪
」

に
反
対
す
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
請
願
、
農
業
者

戸
別
所
得
補
償
制
度
の
復

活
を
求
め
る
請
願
は
、
共

産
党
市
議
団
、
市
民
ク
ラ

ブ
等
が
賛
成
し
ま
し
た
が

新
政
ク
ラ
ブ
、
政
友
・
公

明
ク
ラ
ブ
の
反
対
で
不
採

択
と
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
菅
井
巌
議
員
が
総
括

質
問
に
立
っ
た
の
を
初

め
、
菅
井
議
員
、
加
藤
鉱

一
議
員
、
加
藤
太
一
議
員

が
一
般
質
問
、
各
常
任
委

員
会
で
市
民
要
求
実
現
に

が
ん
ば
り
ま
し
た
。
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樹

小
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信
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本
間
新
兵
衛

齋

藤
　

久

渋
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野
多
一
郎

佐

藤

文

一

総事業費96億7600万円となる新文化会館建設工事の増

額を含む平成29年度一般会計予算
○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○● ● ● ○ ○

議

文化会館の今後の建設や管理にかかるコスト圧縮を求め

る付帯決議
● ● × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○× × × ○ ○

長

増税据え置きの国保、特例軽減の廃止で保険料負担増の

後期医療、要支援保険外しの介護保険の３特別会計、包
括的業務委託を進める上下水道事業会計の29年度予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ○ ○

基金条例の廃止議決前に「かたくり温泉整備基金」廃止の

処分を含む28年度補正予算
○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ○ ○

「共謀罪（テロ等準備罪）法案に関する請願」 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

「農業者戸別所得補償制度の復活を求める請願」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

マイナンバー制度で自治体の独自利用事務の情報連携す

すめる「市個人情報保護条例」の一部改正
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ○ ○

公選制廃止・任命制に変質され建議業務削除された「農

業委員会定数条例」の一部改正
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ○ ○

朝日地域のかたくり温泉ぼんぼを廃止し、基金を廃止 ● ● ● ○ ○○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※今野良和議員は3月22日に新政クラブの会派を離脱し無会派に移行

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟

鶴
岡
・
田
川
支
部
と
国
民

救
援
会
鶴
岡
支
部
は
、「
共

謀
罪
法
案
」
の
学
習
会
を

次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。
国

民
監
視
と
弾
圧
法
を
許
さ

な
い
た
め
に
成
功
を
と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

日
時

４
月
８
日
（
土
）

午
前

時
か
ら

10

会
場

鶴
岡
市
勤
労
者
会

館

２
階
大
会
議
室

講
師

脇
山
拓
氏

弁
護

士
（
自
由
法
曹
団
）

“現
代
の
治
安
維
持
法
”

「
共
謀
罪
」
学
習
会
を
開
催

８
日
（土
）
午
前

時
か
ら
勤
労
者
会
館
で

10

総事業費が９６億７千万円にまで膨らんだ、建設中の新文化会館



問

公
契
約
条
例
制
定
の

背
景
に
は
、
地
元
企
業
の

育
成
と
地
域
内
経
済
の
循

環
が
あ
る
。

特
に
地
元
企
業
の
受
注

機
会
拡
大
は
、
技
術
力
の

向
上
・
確
保
、
地
元
産
材

の
活
用
な
ど
地
元
企
業
の

育
成
を
明
確
に
し
て
い
る

例
が
多
い
。

最
近
で
は
「
災
害
時
に

頼
れ
る
の
は
地
元
事
業

者
」
と
い
う
認
識
が
広
が

っ
て
い
る
。

ま
た
、
労
働
法
令
の
遵

守
、
賃
金
規
定
を
明
記
し

適
正
な
賃
金
と
労
働
環
境

を
確
保
す
る
こ
と
は
、
労

働
者
だ
け
で
な
く
中
小
企

業
の
健
全
な
発
展
に
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
公
契
約

を
通
じ
て
積
極
的
に
関
与

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

環
境
保
全
、
障
害
者
雇

用
の
確
保
、
男
女
共
同
参

画
の
促
進
な
ど
公
契
約
を

通
じ
て
社
会
的
な
価
値
を

実
現
す
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。

「
公
契
約
条
例
」
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

総
務
部
長

公
共
工
事
に

お
い
て
下
請
契
約
、
労
働

者
の
賃
金
、
労
働
条
件
の

適
正
確
保
が
重
要
。

市
内
企
業
の
発
注
優
先

・
技
術
力
の
確
保
を
目
指

し
て
い
る
。

地
元
産
材
の
使
用
に
も

努
め
て
い
る
。
下
請
け
労

働
者
の
賃
金
台
帳
の
整
備

や
指
導
・
助
言
、
低
入
札

価
格
調
査
調
査
制
度
な
ど

賃
金
低
下
に
な
ら
な
い
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

公
契
約
は
、
地
域
経
済

の
振
興
、
労
働
条
件
の
適

性
確
保
に
努
め
る
。

公
契
約
条
例
に
つ
い
て

は
当
面
、
労
働
関
係
法
令

遵
守
等
に
よ
り
対
応
し
た

い
。

地
域
の

団
体
で
構
成

20

す
る
「
戦
争
法
廃
止
、
憲

法
改
悪
を
許
さ
な
い
市
民

集
会
実
行
委
員
会
」
主
催

の
憲
法
学
習
会
が
３
月
24

日
に
開
催
さ
れ
、
約

人
50

が
参
加
し
ま
し
た
。

「
自
民
党
憲
法
草
案
の

恐
ろ
し
さ
を
斬
る

憲
法

改
悪
を
祖
と
す
る
市
民
運

動
」
と
題
し
て
高
田
健
氏

（
総
か
が
り
行
動
実
行
委

員
会
代
表
世
話
人
）
が
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
戦
争
法
廃

止
と
共
謀
罪
の
を
許
さ
な

い
決
議
を
採
択
し
ま
し

た
。関

徹
県
議
と
党
市
議
が

参
加
し
ま
し
た
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
3月23日入札分

・平成28年度防災拠点施設太陽光発電設備等設置工事実施設業務委託(繰越明許)（上
山添地内ほか）（入札15業者うち1業者無効）
髙橋建築設計事務所 2,200,000円（2,552,000円）期間～6/15（落札率86.2％）

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
3月17日入札分

・マリカ東館１階食文化情報発信拠点整備工事（末広町地内）（見積合わせ・随意契約）
(株)五十嵐建業 9,100,000円（9,210,000円)工期～3/31（落札率98.8％）

７
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
加
藤
太
一
議
員
は
、
①
公
契
約
条
例
、
②

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

公
契
約
を
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
よ

く
、
競
争
性
が
な
く
な
っ

て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
経
費
の

縮
減
を
目
的
に
効
率
的
管

理
を
目
指
す
の
で
競
争
性

を
前
提
と
し
た
契
約
の
切

り
下
げ
が
行
わ
れ
て
い

る
。結

果
と
し
て
労
働
条
件

の
悪
化
、
労
働
基
準
が
守

ら
れ
て
い
な
い
実
態
が
存

在
す
る
。

本
来
は
長
期
継
続
が
前

提
と
さ
れ
る
運
営
か
ら
短

期
化
さ
れ
た
た
め
に
長
期

的
な
計
画
が
立
て
ら
れ

ず
、
安
定
的
な
雇
用
が
失

わ
れ
、
臨
時
化
、
非
正
規

化
が
進
み
人
件
費
の
低
下

に
繋
が
っ
て
い
る
、
等
で

あ
る
。

こ
う
し
た
制
度
の
弊
害

解
決
の
た
め
に
制
度
の
運

営
に
関
す
る
指
針
が
必
要

で
は
。

ま
た
、
適
切
な
人
件
費

と
労
働
環
境
の
確
保
に
む

け
て
制
度
導
入
施
設
に
お

け
る
労
働
者
の
最
低
賃
金

額
を
定
め
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長

指
定
管
理
者

制
度
導
入
手
続
き
等
に
か

か
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
運

用
の
手
引
き
と
し
、
必
要

に
応
じ
て
見
直
し
を
し
な

が
ら
活
用
し
た
い
。

運
営
指
針
、
施
設
管
理

の
基
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
に
合
っ
た
基
準
を
設

定
し
て
い
る
。

労
働
者
の
賃
金
に
つ
い

て
は
、
年
度
協
定
を
締
結

す
る
際
に
指
定
管
理
者
と

所
管
課
で
協
議
し
適
正
な

委
託
料
の
算
定
が
行
わ
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

問

文
化
会
館
の
問
題
も

公
契
約
条
例
が
あ
れ
ば
こ

こ
ま
で
こ
じ
れ
な
か
っ

た
。
公
共
調
達
も
指
定
管

理
制
度
も
市
の
理
念
や
考

え
方
を
明
確
に
示
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
。

自
民
党
憲
法
草
案
の

恐
ろ
し
さ
を
斬
る

地
域

団
体
主
催
の
憲
法
学
習
会
に

人

20

50

問

指
定
管
者
理
制
度
が

導
入
さ
れ
て

年
。
様
々

10

な
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
参
入
（
指
定
）
資
格

が
限
定
さ
れ
る
傾
向
が
強

指
定
管
理
者
制
度
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

県
立
高
校
再
編
整
備
の
あ
り
方

校
の
設
置
の
検
討
が
、

年
度
に
具
体

29

化
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

私
は
、
進
学
重
視
の
中
高
一
貫
校
が

中
学
受
験
競
争
を
も
た
ら
す
こ
と
な
ど

の
問
題
を
市
議
会
で
取
り
上
げ
て
き
ま

し
た
が
、
昨
年
度
開
校
さ
れ
た
の
東
桜

学
館
を
巡
っ
て
は
、
中
学
受
験
の
学
習

塾
の
活
動
が
「
活
性
化
」
し
ま
し
た
。

☆
一
方
、
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

に
対
応
す
る
昼
間
定
時
制
・
通
信
制
併

設
高
校
の
設
置
も
検
討
課
題
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

☆
生
徒
の
願
い
に
応
え
る
高
校
整
備

は
、
若
者
の
未
来
を
開
く
重
要
課
題
で

す
。

（
県
議

関

徹
）

☆
「
県
立
高
校
再
編
整
備
基
本
計
画
（
平

成

～

年
）
」
に
基
づ
く
平
成

年

27

36

29

度
～

年
度
ま
で
の
年
次
計
画
が
３
月

31

に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
鶴
岡
で
は
平
成

年
度
に
庄
内
農
業
高
校
農
業
科
、

29

30

年
度
に
鶴
岡
北
高
校
普
通
科
（
こ
こ
ま

で
昨
年
発
表
済
み
）
、

年
度
に
鶴
岡

31

中
央
高
校
総
合
科
が
そ
れ
ぞ
れ
１
学
級

減
と
な
り
ま
す
。

☆
加
茂
水
産
高
校
に
つ
い
て
は
、
基
準

で
は
一

学
級
減
に
な
り
ま
す
が
、
県

内
唯
一
の
水
産
科
と
い
う
特
殊
性
に
配

慮
し
て
、
平
成

年
度
は
見
送
る
と
さ

30

れ
て
い
ま
す
。

☆
同
時
に
、
庄
内
地
区
へ
の
中
高
一
貫


